
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  外気を内部空間に強制導入可能な外気導

入口を設けるとともに該内部空間内の空気を外側に排気

する開口を設け、該開口に冷媒コイルを水平軸線回りに

回動自在に配設し、さらに、該冷媒コイルの片側に前記

内部空間から外側への空気流通を確保した状態で所定の

遮蔽カバーを配設したことを特徴とする空気熱源ヒート

ポンプ用屋外ユニット。

【請求項２】  建物内廃気を導入可能な廃気導入口を設

けた請求項１記載の空気熱源ヒートポンプ用屋外ユニッ

ト。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、空気熱源ヒートポンプ

に適した屋外ユニットに係り、特に、蓄熱槽を併用する

場合に最適な空気熱源ヒートポンプ用屋外ユニットに関

する。

【０００２】

【従来の技術】空気熱源ヒートポンプは、良く知られて

いるように四方切換弁で冷媒の流れを変えることによ

り、冷房および暖房を切換作動可能に構成した冷暖房機

器であり、図５は、かかるヒートポンプを用いた冷暖房

システムの一例である。

【０００３】同図に示すように、該冷暖房システムは、

ヒートポンプ１、室外ユニット２および蓄熱槽３からな

り、ヒートポンプ１には、圧縮ユニット、四方切換弁、

膨張弁、水熱交換器等を内蔵してある。また、室外ユニ

ット２の内部空間には熱交換器である冷媒コイル４が配

設してあり、ファン５を作動させることによって外気を

冷媒コイル４に通し、該コイル４内を流れる冷媒と外気
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との間で熱交換を行うようになっている。

【０００４】かかる冷暖房システムでは、冬期において

は、膨張弁を介して減圧された冷媒液をヒートポンプ１

から室外ユニット２に送り、該ユニット２の冷媒コイル

４に流通させる。そして、コイル４内を流れる冷媒液を

外気を熱源として気化させ、該冷媒ガスをヒートポンプ

１に戻す。次いで、ヒートポンプ１内の圧縮ユニットで

高圧にした後、熱交換器で凝縮放熱させ、室内を暖房す

る。

【０００５】一方、夏期においては、四方切換弁を作動

させて冷媒液をヒートポンプ１に内蔵された熱交換器に

送って気化吸熱させ、圧縮ユニットで高圧にした後、該

冷媒ガスを室外ユニット２に送る。そして、該ユニット

２の冷媒コイル４に流通させて冷媒ガスを凝縮させ、外

気に放熱する。

【０００６】さらに、夜間においては、割安な夜間電力

を利用してヒートポンプ１で温水あるいは冷水をつく

り、これを蓄熱槽３に冷水、温水あるいは氷の形で蓄熱

あるいは蓄冷する。

【０００７】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ

うな冷暖房システムは、いわば大気のみを熱源あるいは

放熱源として利用するシステムであって、冬期において

は寒冷な外気を熱源とするために暖房効率が悪くなると

いう問題を生じていた。

【０００８】一方、このような欠点を補うため、最近で

は、集放熱パネルを用いて太陽熱を積極利用可能なシス

テムも多数開発されているが、かかるシステムでは、以

下のような問題が生じる。

【０００９】すなわち、集放熱パネルの設置にあたって

は、夏期の昼間には太陽光線ができるだけ入射しないよ

うに、かつ冬期の昼間には逆に太陽光線ができるだけ有

効に入射するようにその配置角度等を工夫する必要があ

るが、それらのいずれをも十分に満足させるのは困難で

あり、設置される地域の緯度や気候を考慮して、夏期の

放熱効率あるいは冬期の集熱効率のいずれかを優先させ

ているのが現状である。

【００１０】また、かかる観点で集放熱パネルを配置し

た場合、夏期の夜間における蓄冷サイクルにおいては、

放射冷却を利用しにくくなるとともに、冬期の夜間にお

ける蓄熱サイクルにおいては、放射冷却を防止しにくく

なるという問題を生じる。

【００１１】また、天気が悪くて太陽光線の入射や放射

冷却をあまり期待できない場合、通常の集放熱パネルで

は冷暖房効率が低下し、それを補うためにかなりの台数

を設置しなければならないという問題もあった。

【００１２】本発明は、上述した事情を考慮してなされ

たもので、冬期においては太陽熱の利用および放射冷却

の防止を図るとともに、夏期においては放射冷却の利用

および太陽熱の入射防止を図ることが可能な空気熱源ヒ

ートポンプ用屋外ユニットを提供することを目的とす

る。

【００１３】また、本発明は、天気が悪い日であっても

わずかな設置台数で所定の冷暖房効率を維持可能な空気

熱源ヒートポンプ用屋外ユニットを提供することを目的

とする。

【００１４】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた

め、本発明の空気熱源ヒートポンプ用屋外ユニットは請

求項１に記載したように、外気を内部空間に強制導入可

能な外気導入口を設けるとともに該内部空間内の空気を

外側に排気する開口を設け、該開口に冷媒コイルを水平

軸線回りに回動自在に配設し、さらに、該冷媒コイルの

片側に前記内部空間から外側への空気流通を確保した状

態で所定の遮蔽カバーを配設したものである。

【００１５】また、本発明の空気熱源ヒートポンプ用屋

外ユニットは、上述の構成に加えてさらに建物内廃気を

導入可能な廃気導入口を設けたものである。

【００１６】

【作用】本発明の空気熱源ヒートポンプ用屋外ユニット

においては、ヒートポンプの作動モードに応じて冷媒コ

イルの角度や向きを調整し、各モードに適した熱交換が

冷媒コイルで行われるようにする。

【００１７】ヒートポンプの作動モードとしては、冬期

昼間における暖房サイクル、同じく夜間における蓄熱サ

イクル、夏期昼間における冷房サイクル、同じく夜間に

おける蓄冷サイクル等がある。

【００１８】

【実施例】以下、本発明の空気熱源ヒートポンプ用屋外

ユニットの実施例について、添付図面を参照して説明す

る。なお、従来技術と実質的に同一の部品等については

同一の符号を付してその説明を省略する。

【００１９】図１(a) は、本実施例に係る空気熱源ヒー

トポンプ用屋外ユニット１１の断面図である。同図でわ

かるように、屋外ユニット１１の側面には外気導入口１

２を設けてあり、ファン１３によって外気を内部空間に

導入できるようになっている。また、上面には、該導入

口１２から導入された外気を上方に排気する開口１４を

設けてある。さらに、建物内廃気を導入可能な廃気導入

口１５を側面に設けてある。

【００２０】開口１４には、空気熱交換器である冷媒コ

イル１６を水平軸線回りに回動自在に配設し、さらに、

冷媒コイル１６の片側に該冷媒コイル１６と一体に回動

する遮蔽カバー１７を固着してある。

【００２１】図１(b) は、冷媒コイル１６および遮蔽カ

バー１７を示した斜視図である。同図でわかるように、

冷媒コイル１６は、冷媒管１８を多数並設しそれらをフ

ィン１９で相互に連結するとともに、冷媒管１８の入口

および出口をそれぞれヘッダー２０ａ、２０ｂに接続し

て構成してあり、ヘッダー２０ａには、ヒートポンプ１
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につながる冷媒管２１ａを接続してある。なお、ヘッダ

ー２０ｂにもヒートポンプ１につながる冷媒管２１ｂを

同様に接続してあるが、図面の便宜上省略してある。

【００２２】一方、遮蔽カバー１７は、一対の湾曲カバ

ー片２２、２２を冷媒コイル１６の両縁部にそれぞれ立

設するとともに、該湾曲カバー片２２、２２の間に別の

カバー片２３を配設してなり、それらのカバー片２２、

２３の取付け位置を適宜ずらすことによって、内部空間

から外側への空気流通を確保してある。

【００２３】また、図１(c) に示すように、フィン１９

は、その両端を折り曲げて形成してあり、冷媒の熱を効

率よく輻射するようになっている。

【００２４】なお、図１(a) に示すように、遮蔽カバー

１７が上方にきたときに本体側との間に生じる隙間を塞

ぐカバー２４を備えてある。かかるカバー２４は、通常

は遮蔽カバー１７の動きに追随して回動するが、遮蔽カ

バー１７が上方にきたときだけ、本体側との間に生じる

隙間を防ぐ位置に係止されるように構成しておくのがよ

い。

【００２５】冷媒コイル１６を回動させる機構の例とし

て、例えば、ヘッダー２０ａ、２０ｂに接続された冷媒

管２１ａ、２１ｂを本体側壁部分に回動自在に取り付け

て全体の重量を支持させるとともに、該冷媒管２１ａ、

２１ｂに所定の歯車を固着し、それに係合する歯車を減

速ギアを介してモータで回転駆動するように構成してお

けばよい。なお、太陽高度を所定の検出装置で検出し、

該検出値に応じて冷媒コイル１６を時々刻々回動可能に

構成しておくのがよい。

【００２６】本実施例の空気熱源ヒートポンプ用屋外ユ

ニット１１においては、ヒートポンプ１の作動モードに

応じて冷媒コイル１６の角度あるいは遮蔽カバー１７の

向きを調整し、各モードに適した熱交換が冷媒コイル１

６で行われるようにする。ヒートポンプ１の作動モード

としては、冬期昼間における暖房サイクル、同じく夜間

における蓄熱サイクル、夏期昼間における冷房サイク

ル、同じく夜間における蓄冷サイクル等があり、それぞ

れのモードにおける冷媒コイルの最適位置並びにそのと

きの屋外ユニットの作用を以下に説明する。

【００２７】まず、暖房サイクルにおいては、図２(a) 

に示すように冷媒コイル１６が太陽の方向を向くように

該冷媒コイル１６を水平軸線回りに回動させる。ここ

で、冷媒コイル１６は、太陽高度に追随して時々刻々回

動させてもよいし、最も効率のよい角度位置まで回動さ

せ、その後は一定角度としてもよい。

【００２８】次いで、冷媒液をヒートポンプ１から室外

ユニット１１に送り、冷媒管２１ａあるいは２１ｂを経

て冷媒コイル１６に流通させる。そして、コイル１６内

を流れる冷媒液を太陽熱で気化させてヒートポンプ１に

戻し、圧縮ユニットで高圧にした後、熱交換器で凝縮放

熱させて室内を暖房する。

【００２９】ここで、天気が悪く太陽熱をあまり期待で

きない場合であっても、ファン１３を作動させることに

よって大気を熱源とした従来の空気熱交換器と同等の吸

熱を行うことができる。また、必要に応じて建物内廃気

を廃気導入口１５を介して室外ユニット１１内に導入

し、その廃熱を熱源に利用することができる。

【００３０】次に、冬期夜間の蓄熱サイクルにおいて

は、図２(b) に示すように、遮蔽カバー１７が上方にく

るように冷媒コイル１６を回動させ、本体との間に生じ

る隙間はカバー２４で塞いでおく。次いで、大気や建物

内廃気を主な熱源として冷媒コイル１６内の冷媒液を気

化させ、そのときに吸収されたエネルギーを利用してヒ

ートポンプ１で温水をつくり、これを蓄熱槽３に蓄え

る。

【００３１】ここで、冷媒コイル１６の上方に遮蔽カバ

ー１７が位置しているため、該コイル１６から輻射され

るエネルギーは、該遮蔽カバー１７の内面で反射し、そ

の結果、放射冷却を抑えて蓄熱効率を向上させることが

できる。

【００３２】次に、夏期昼間の冷房サイクルにおいて

は、図３(a) に示すように、遮蔽カバー１７が上方にく

るように冷媒コイル１６を回動させるとともに、ファン

１３を作動させる。この状態で、室内の熱を吸熱させた

高圧の冷媒ガスをヒートポンプ１から室外ユニット１１

に送り、冷媒管２１ａあるいは２１ｂを経て冷媒コイル

１６に流通させる。そして、該冷媒ガスをコイル内で凝

縮させて外気に放熱する。

【００３３】ここで、冷媒コイル１６の上方に遮蔽カバ

ー１７が位置しているので、太陽光線は、遮断カバー１

７の外面で反射し、冷媒コイル１６には入射しない。そ

のため、夏期昼間においても効率よく放熱が行われる。

【００３４】次に、夏期夜間の蓄冷サイクルにおいて

は、図３(b) に示すように遮蔽カバー１７が下方にくる

ように冷媒コイル１６を回動させ、必要に応じてファン

１３を作動させる。かかる状態で冷房サイクルと同様に

ヒートポンプ１を作動させると、冷媒ガスは、大気およ

び放射冷却を主な放熱源としてコイル内で凝縮し放熱さ

れるので、これを利用して冷水あるいは氷をつくって蓄

熱槽３に蓄える。なお、天候が悪くて放射冷却があまり

期待できない場合であっても、ファン１３を作動させる

ことによって従来の空気熱交換器と同等の放熱を行うこ

とが可能である。

【００３５】以上説明したように、本実施例の空気熱源

ヒートポンプ用室外ユニットによれば、遮蔽カバーを取

り付けた冷媒コイルを回動させることにより、ヒートポ

ンプの作動モードに応じて最も適切な形で熱源や放熱源

を任意に選択することが可能となる。そのため、年間を

通じて効率のよい冷暖房システムを構築することが可能

となり、省エネルギーや地球環境に配慮したシステムと

なる。
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【００３６】また、大気のみを熱源あるいは放熱源とし

て利用していた従来の空気熱交換器に比べ、本実施例の

室外ユニットでは、太陽熱、放射冷却および建物内廃気

を熱源あるいは放熱源として利用するようにしたので、

資源の有効利用につながるとともに、地球全体の温暖化

をわずかなりとも阻止することができる。

【００３７】また、本実施例によれば、天気が悪くて太

陽熱や放射冷却をあまり利用できないときにも、外気や

建物内廃気を導入することによって、従来の空気熱交換

器と同等以上の冷暖房運転を行うことができる。したが

って、わずかな設置スペースで一定の効率を確実に得る

ことが可能であり、集放熱パネルを用いた従来のシステ

ムのように、天気が悪いときの効率低下を考慮して設置

台数を増やす必要はない。ただ、必要があれば、図４に

示すように冷媒コイル１６および遮断カバー１７を多数

並設して屋外ユニット３１を構成してもよい。

【００３８】本実施例では、特に言及しなかったが、ヒ

ートポンプとして様々なタイプのものを利用することが

可能であり、熱回収型かどうかも問わない。

【００３９】

【発明の効果】以上述べたように、本発明の空気熱源ヒ

ートポンプ用屋外ユニットは、外気を内部空間に強制導

入可能な外気導入口を設けるとともに該内部空間内の空

気を外側に排気する開口を設け、該開口に冷媒コイルを

水平軸線回りに回動自在に配設し、さらに、該冷媒コイ

ルの片側に前記内部空間から外側への空気流通を確保し

た状態で所定の遮蔽カバーを配設したので、冬期におい

ては太陽熱の利用および放射冷却の防止を図るととも

に、夏期においては放射冷却の利用および太陽熱の入射

防止を図ることができる。また、天気が悪い日であって

もわずかな設置台数で所定の冷暖房効率を維持すること

ができる。

【００４０】

【図面の簡単な説明】

【図１】(a)は本実施例に係る空気熱源ヒートポンプ用

屋外ユニットの断面図、(b)は該屋外ユニットに備えた

冷媒コイルおよび遮断カバーの斜視図、(c) は冷媒管の

周囲に取り付けたフィンの詳細斜視図。

【図２】(a)は冬期昼間の暖房サイクルにおける冷媒コ

イルの位置を示した説明図、(b)は同じく夜間の蓄熱サ

イクルにおける冷媒コイルの位置を示した説明図。

【図３】(a)は夏期昼間の冷房サイクルにおける冷媒コ

イルの位置を示した説明図、(b)は同じく夜間の蓄冷サ

イクルにおける冷媒コイルの位置を示した説明図。

【図４】本実施例に係る空気熱源ヒートポンプ用屋外ユ

ニットの変形例を示した図。

【図５】従来の空気熱交換器およびそれを用いた冷暖房

システムを示すブロック図。

【符号の説明】

１            ヒートポンプ

３            蓄熱槽

１１          空気熱源ヒートポンプ用屋外ユニット

１２          外気導入口

１３          ファン

１４          開口

１５          建物廃気導入口

１６          冷媒コイル

１７          遮断カバー

１８          冷媒管

１９          フィン

【図４】 【図５】



(5) 特許第３０５２９９０号

【図１】 【図２】



(6) 特許第３０５２９９０号

【図３】


